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平成7年度までに､｢大学教授法研究部門｣(教授 1名､助教授 1名)と ｢大学教育評価システム研究部門｣(教授 1
名､助手1名)の2部門が設置され､京都大学楽友会館において活動をはじめた｡センター長は､初代岡田渥美教授







































































































































































































































程や教育方法 ･技術を開発できる ｢主体的開発方法｣の ｢開発｣をめざさなければならない｡こうして､個々の大学
や教員が､自らの力で教育課程を開発していくのを援助するための､研究が求められる｡新部門は､このような ｢主
体的開発方法の開発｣を目標としている｡
(2)教材開発における他組織との連携
この部門では､最新の教育機器に不慣れな教員の教育課程 ･教材開発支援もめざす｡大学教育は､情報化社会の急
速な進展､入学してくる学生たちの知識吸収や学習の方略の大きな変化に対応しなければならない｡本部門は､京都
大学の学内では､ハード面で教育支援システムを開発してきた総合情報メディアセンターと､連携する｡この連携に
よって､メディアセンターが開発した最新の情報機器による教材や教授法を､高等教育全般を視野に含めた教育課程
の流れの中に位置づけることが可能となる｡また､本部門にとっても､教育課程 ･教材開発の上で､最新の機器利用
が可能となり､ハード面 (機器面)､ソフト面 (教育内容面)の双方において高度な研究開発が可能となる｡さらに
本部門は､高等教育に限定して高度な教材開発システムを作り上げ､関係教員の実践的連携の場ともなってきた文部
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省メディア教育開発センターと連携する｡本センターはすでに､この二つの内外のセンターの研究者と共同研究の実
績を蓄積してきているが､教育課程 ･教材開発に焦点を置いた本部門の設置は､この連携関係をより一層強固にする
はずである｡
(3) この部門の特性
高等教育の教員による教育課程開発研究は､初等中等教育などの異なる学校種の仕事への助言が中心であり､高等
教育自体の教育課程の研究は､蓄積に乏しかった｡わずかな関連業績は､すでに示唆したように､あまりにも個別的
で特殊な単なる体験的実践報告であるか､あるいは過度に一般的な輸入理論の紹介であるかに限られている.本部門
は､この種の限界を乗り越えて､大学教員の自らの教育実践を通じた協同的な教育課程開発をおこなうものである｡
さらに､高等教育の教材開発研究の分野においては､大学教育の改善に役立つ機器や周辺ソフトの整備 ･改善が試
みられている｡しかしこれらの研究の影響力は､機器利用に熱心な一部の教員の周辺に留まっている｡本部門は､共
同の研究開発を通じて､最新の機器に不慣れな教員の､教育課程 ･教材開発支援をめざしているので､従来の制約を
うち破ることになるだろう｡
欧米では､米国ボストン大学やスタンフォード大学などにおいて､単なるマルチメディア活用の教材開発を超えた､
教育学習システムないしは教育課程の統合的な開発､実践がおこなわれている｡とはいえ､それらは完成された学習
システムや方略の提供という側面が強く､本部門がめざす､大学教員が共同で教育課程を主体的に開発していくため
の研究ではない｡この点､世界的に見ても本部門の独自性は高く､既設の教授法開発､評価部門と連動することで､
大学教員が共同の実践の中から､教授法､評価法､教育課程を開発していく大学改革のあり方を推進する､世界水準
での大きな原動力となろう｡
私たちは､短期的な目標としては､既存の部門に加えて､以上のような大学教育課程研究部門の設置を考えている｡
この部門は､これまでのセンターの研究 ･研修活動の延長上で不可避的に求められると同時に､二つの審議会での議
論にも端的に示されているように､時代状況そのものによっても､切実に求められているのである｡
高等教育教授システム開発センター の整備 京飾大筆
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